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研究要旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国際自然保護連合（IUCN）によると、乱獲や生息地の破壊などによって約 46,300 種の動植

物が絶滅の危機に直面しており、持続可能な生物保全の推進は喫緊の国際課題である。とくに、

狩猟活動が地域住民の主な生計手段である熱帯雨林地域では、その地の文化や生活実態を理解

したうえで、地域に根ざした保全活動を実施することが強く求められている。マレーシア・サ

バ州の熱帯雨林地域も上記の課題を抱えており、クロッカー山脈公園とその周辺地域において

は、保全行政主体の実践活動が積極的に行われているが、有効な保全政策は未だに確立されて

いない。本研究は、科学的手法を用いた野生動植物の生態学的調査と、人類学的手法を用いた

地域住民の生活と狩猟活動の実態に関する調査を、保全行政と地域住民と協働で行うことで、

住民主体の新たな保全モデルを考案することを目指す。 
本研究は、総合地球環境学研究所実践プロジェクト「地域知と科学との対話による公正で持

続的な狩猟マネジメント」と共同で実施し、2030 年 3 月まで継続的に研究・実践活動が行わ

れる予定である。これらの主な研究内容は、クロッカー山脈公園とその周辺地域において、1) 
カメラトラップ調査による野生動物の生態調査、2) DNA 分析による植生調査、3) 地域住民カ

ダザンドゥスンの生活と狩猟活動の実態を把握するための人類学的調査、4)ビデオメッセージ

交換をとおした諸アクター間の関係構築を促す実践活動、を行うことである。 
2024 年度は、2024 年 9 月から 2025 年 1 月まで、クロッカー山脈公園内にある村に滞在し、

継続的な野外調査を実施するための基盤整備と、調査地である村の歴史、生活、狩猟活動の実

態について聞き取り調査を行った。また、2024 年 11 月から 12 月まで、クロッカー山脈公園

内に自動撮影カメラを設置し、野生動物の生息状況に関するデータを収集した。 
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２．研究の推進方策（400 字程度で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マレーシア・サバ州・クロッカー山脈公園では、地域に根ざした保全活動の実施が強く求め

られており、これまで国連教育科学文化機関（UNESO）や国際協力機構（JICA）をはじめと

する保全行政によって、さまざまな実践活動が行われてきた。しかし、2020 年の新型コロナウ

ィルスの流行を契機に、これらの活動によって積み上げられてきた基盤は失われつつあり、持

続可能な保全活動の実践には至っていない。また、サバ州の熱帯雨林地域では、違法な森林伐

採や密猟があとを絶たず、野生生物保全はサバ州全土における大きな課題の 1 つでもある。 
先行研究によると、Corlett (2007) は、東南アジアの熱帯雨林地域における地域住民による

野生動物への狩猟圧の影響は、他の熱帯雨林地域よりも顕著ではないと主張している。一方で、

近年の研究では、クロッカー山脈公園を含むサバ州の熱帯雨林地域で狩猟活動が頻繁に行われ

ていることが報告されており（Saikim et al. 2023）、これらの狩猟活動が野生動物の生息に大

きな影響を与えていると考えることもできる。しかしながら、クロッカー山脈公園における野

生動植物に関する生態学的研究は多くはない。さらに、地域住民の生活実態や狩猟活動に関す

る調査、ならびに、人と野生動植物との関係に着目した人類学調査も不十分である。そのため、

クロッカー山脈公園において持続可能な生物保全を実施するためには、科学的手法を用いた森

林生態調査と、地域住民の文化や生活を理解するための人類学的調査を実施し、それらの結果

をふまえながら、住民主体の保全活動を実施することが重要である。とくに、新たな研究や保

全プロジェクトの初期段階においては、人類学調査を通じて地域住民の生活様式や文化を理解

し、研究チームと地域住民との良好な関係性を構築することが不可欠である。 
2024 年度は、クロッカー山脈国立公園内にある村を調査地とし、新たな研究・保全プロジェ

クトを開始した。2024 年 9 月 21 日から 2025 年 1 月 17 日まで野外調査を実施し、継続的な

野外調査と保全活動の実践に向けた基盤整備を行った。さらに、調査地である村の歴史や文化、

地域住民の生活様式や狩猟活動を理解するための聞き取り調査、および、クロッカー山脈公園

内の野生動物の生息状況を把握するためのカメラトラップ調査を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2024 年 9 月から 2025 年 1 月まで、クロッカー山脈公園内にある調査地の村に滞在し、以

下の 3 つの調査を実施した。 
① 調査地の歴史に関する聞き取り調査の実施 
調査地である村に住む高齢者の一人を対象に、その村の歴史について聞き取り調査を実施し

た。聞き取り中はメモをとりながらボイスレコーダーを用いて会話を録音した。聞き取り調査

後には、メモと録音した音声を照らし合わせ、インフォーマントが語った村の歴史を正確に描

写した。 
② 地域住民の狩猟活動に関する聞き取り調査の実施 
野外調査のあいだ、できるだけ多くの地域住民と会話を交わすことで、良好な関係性の構築

に努めた。これらの会話の中で、地域住民の生活や狩猟活動の実態について聞き取りを行った。 
③ カメラトラップ調査の実施 

2024 年 11 月 12 日から 12 月 21 日まで、クロッカー山脈公園内に自動撮影カメラを設置

し、野生動物の生息状況に関するデータを収集した。 
 
 
 
 
 
 



３．研究成果（1000 字以上で記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 調査地の歴史に関する聞き取り調査の結果 
 調査地の村は、1949 年頃にカダザンドゥスンの人々によって開拓された。彼らは、水田耕作

に適した新たな土地を求めて、サバ州の別の地区から移住してきた。カダザンドゥスンの人々

が現在の村に移住してきた頃、彼らの大多数がボモ（伝統的呪術医）やボボリアン（霊媒師）

を信仰していた。しかし、1950 年に英国人が村にキリスト教会を設立したことを契機に、キリ

スト教に改宗する人々が徐々に増え始めた。さらに、1950 年には、別の地区の出身であるイス

ラム教徒の男性が、現地の女性（無宗教）と結婚して村に移住したことを契機に、イスラム教

に改宗する人々が増えていった。現在の村の宗教人口はキリスト教が大多数であり、次いでイ

スラム教となっている。聞き取り調査によると、ボボリアンを信仰する最後の地域住民が 2006
年に亡くなって以来、それらの伝統宗教は廃れたようである。これらのインフォーマントの語

りは、必ずしも正しいとは限らない。そのため、今後の研究では、村の歴史や起源について知

るほかの地域住民に対しても聞き取りを行い、より詳細なデータを収集する必要がある。 
② 地域住民の狩猟活動に関する聞き取り調査の実施 
合計 13 人の地域住民に対して、狩猟活動に関する聞き取りを行った。聞き取り調査の結果、

地域住民にとって狩猟活動は重要な生活基盤の一部であることを確認した。地域住民の生業で

あるゴムのプランテーションによる収入や所有する土地の規模、天候（雨季・乾季）やクロッ

カー山脈公園の地形（標高差や村からのアクセスのしやすさなど）、近年サバ州で流行してい

るアフリカ豚熱ウイルス（ASF）などが、地域住民の狩猟活動の動機や頻度に大きな影響を与

えている可能性があることを確認した。野生動物の肉を公に消費する、または文化的・伝統的

に利用する機会は多くはないが、親族内での食事では野生動物の肉（ヒゲイノシシ、センザン

コウ、シベット、ツパイ、ニシキヘビ、コウモリなど）が消費されることもあった。地域住民

たちは現地の保全行政が定めた狩猟活動に関するルールを十分に理解したうえで、それらの活

動を密かに行っているため、外部からその実態を把握することが難しくなっている。さらに、

保全行政と地域住民との関係は希薄かつ良好ではないとの意見も伺った。今後の調査では、地

域住民との良好な関係性を構築しながら、狩猟活動や人と野生動植物との関係に関する調査を

慎重に実施する必要がある。 
③ カメラトラップ調査の結果 

野生動物が写ったカメラデータは 551 件収集された。これらのカメラデータの一部は編集し

たのちに YouTube にて公開した。 
https://www.youtube.com/channel/UCPiM9XWxixU8r9STR3Qu3pg 
 このカメラトラップ調査では、地域住民が狩猟対象としているヒゲイノシシの生息を確認す

ることができなかった。この結果は、クロッカー山脈公園に生息するヒゲイノシシの個体数が

アフリカ豚熱ウイルスによって激減していることを示唆している。今後の調査では、クロッカ

ー山脈公園内の野生動物の生息状況や個体密度を詳細に分析するために、長期的なカメラトラ

ップ調査を実施する必要がある。 
2024 年度に実施した野外調査の結果は、年誌「人間学・ジェンダー研究センター2024」に

て論文として出版される予定である。 
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